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銀行券

財政他

資金需給

オペ期日 共通担保(全店) △ 2,500 共通担保(全店) △ 100

CP等買入 △ 300

国債補完供給 +  400

オペスタート 共通担保(全店) +  2,000 国債買入 +  7,100

CP等買入 +  3,500 短国買入 +  30,000

ETF買入 +  200

（日本） 景気ｳｫｯﾁｬｰ調査(9月) 原田日銀審議委員講演 原田日銀審議委員 企業物価指数(9月)

(松本市) 記者会見の要旨

機械受注(8月)

日銀営業毎旬報告

日銀が保有する国債

の銘柄別残高

日銀による国庫短期証券

の銘柄別買入額

（海外） 米　祝日(ｺﾛﾝﾊﾞｽﾃﾞｰ、 欧　EU財務相理事会 米　FOMC議事録(9/20-9/21 米　新規失業保険申請件数 米　ｲｴﾚﾝFRB議長講演

米国債市場は休場) の会合分) 米　ﾎﾞｽﾄﾝ連銀総裁講演

米　NY連銀総裁講演 米　MMF新規制施行

欧　ﾕｰﾛ圏財務相会合 欧　ﾕｰﾛ圏鉱工業生産(8月) 米　小売売上高(9月)

欧　ﾉｰﾍﾞﾙ経済学賞 米　PPI(9月)

受賞者の発表 米　ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者

ﾏｲﾝﾄﾞ指数(10月)
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上田八木短資株式会社   登録金融機関 近畿財務局長（登金）第 243号  加入協会 日本証券業協会

余 62,000

年金定時払い
国債発行（30年）

△0.05 ～ 0.001

不 39,600

△0.05 ～ 0.001

予想レンジ

国庫短期証券発行・償還
（3M・6M）

10年物価連動国債発行
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主な要因

＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞
足許GCは週初▲0.085％～▲0.09％の出合から始まり、週央まで同水準で推移。短国3M・6Mの発行日となる11日受渡では、▲0.07％台までレートが上昇した。週末

には国債・短国買入れオペが3兆7,100億円オファーされたが、レート水準に大きな変化はなく、▲0.075％～▲0.08％を中心に取引され、越週した。SC取引では、10年

344回債で週初▲0.20％台の出合が多く見られたが、リオープン後のビッドは限定的であった。また10年342回債は週末▲0.20％～▲0.20％台半ばで取引されていた。

他では5年127・128・129回債、10年341・343回債、20年155・156・157回債、30年50・51・52回債などに引き合いが多く見られた。

＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞
週初の日銀当座預金残高は、国債発行要因等により前月末対比2兆円減少し309兆円台であった。その後税揚げ(4日)や国

債発行(6日)で揚げ超となる日があったものの、国債買入オペ・国庫短期証券買入オペにより資金供給されたため、日銀当座

預金残高は大きく減少することは無く308兆円台で越週した。無担保コールON物の地合いは前週と比べて強含み、週初

△0.044％であった同加重平均金利は上昇基調を辿り、週末には△0.018％をつけた。ターム物は1～2Ｗ物△0.02～

△0.01％台の出合い。一方、無担保コール市場残高は9月末約5.0兆円であったが、四半期末要因の剥落から6日に約6.9兆

円まで回復した。3日、日銀が発表した短観によると、大企業製造業DIがプラス6と前回調査(2016年6月)から横ばいだった。

来週の材料としては、国内は原田日銀審議委員講演(12日)、海外ではイエレンFRB議長講演(14日)等が挙げられる。

＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞
今週の入札発行額は約6,000億円で、期落ち額約4,000億円（金融機関・ABCP除く）を上回った。期が明けて、鉄鋼はじ
め大型の復活発行が相次いだ。a-1格相当銘柄の3M物入札発行レートは、0.0010％割れで推移した。現先レートの中心
は、-0.100％～0.000％程度で推移した。来週の期落ち額は3,900億円程度となっている。

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞

6日に国庫短期証券3Ｍ第638回債の入札が行われたが、最高落札レートは△0.3120%（前回債△0.3407%）、平均落札レートは△0.3274%（同△0.3547%）と前回債と比

べて利回りは上昇した。セカンダリーは3Ｍで△0.315％近辺の地合いとなっている。6Ｍは△0.42％近辺の地合い、1Ｙは目立った出合は見られなかった。来週13日に


